
        

 

未来に夢を描き、行動するシンクタンクへ 

www.ssf.or.jp 

すべての人にスポーツの楽しさを 

笹川スポーツ財団（SSF）は“スポーツ・フォー・エブリワン”を推進している公益財団法人です。 
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報道関係各位 

公益財団法人 笹川スポーツ財団 

 
笹川スポーツ財団 スペシャルサイト 『スポーツ歴史の検証』 
 

第４９回 山脇 康 氏 
（日本パラリンピック委員会委員長、国際パラリンピック委員会理事 ほか） 

 

 

笹川スポーツ財団（所在地：東京都港区赤坂 理事長：小野清子 以下：SSF）は、日本のスポーツの

歴史を築かれてきた方々にお話を伺い、スポーツの価値や意義を検証し、あるべきスポーツの未来に

ついて考えるスペシャルサイト「スポーツ歴史の検証」を連載しております。本年度はパラリンピア

ンや、ご自身の活動をとおして障害者スポーツをけん引してこられた方にフォーカスを当てています。

今年度の最後を飾るのは、日本パラリンピック委員会委員長、国際パラリンピック委員会理事などの

要職を務める山脇 康さんです。 

山脇さんは、40年以上にわたって大手海運会社で辣腕をふるい、ふとしたきっかけで障害者スポー

ツの世界に足を踏み入れたという異色の経歴の持ち主です。元NHKエグゼクティブアナウンサーの

山本浩氏をインタビュアーに、未来に向けて、障害者スポーツを取り巻く日本のあるべき姿などにつ

いてお話を伺いました。SSFウェブサイトでの公開詳細は以下のとおりです。ぜひともご覧ください。 

山脇 康（やまわき やすし）氏 

1948 年生まれ。愛知県出身。日本郵船株式会社の取締役副会長などを歴任し、現在は顧問を務め
る。2011年から、障害者スポーツ界に足を踏み入れ、現在では、日本パラリンピック委員会委員長、
国際パラリンピック委員会理事、東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会副会長、
日本財団パラリンピックサポートセンター会長などの要職を務める。 

山本 浩（やまもと ひろし）氏 
 1953年生まれ。スポーツ評論家。NHK在職中はエグゼクティブアナウンサー、解説委員（スポー 

ツ・体育分野専門）として活動。現在は法政大学スポーツ健康学部教授を務める。 

＜スポーツ歴史の検証＞概要 

【企画制作】公益財団法人 笹川スポーツ財団 

【後 援】文部科学省、東京都、公益財団法人 日本体育協会、公益財団法人 日本オリンピック委員会ほか 

【特別協力】株式会社アシックス  

 この件に関するお問合せ先 

笹川スポーツ財団 経営企画グループ：古坂（ふるさか） 

TEL：03-5545-3301 info@ssf.or.jp 

 

『共生社会実現へ、心をひとつに』 

山脇 康 氏 
【公開日時】2016年 3月 23日（水）10：00 一斉公開 
【 U R L 】http://www.ssf.or.jp/history/   

笹川スポーツ財団 歴史の検証 で検索ください 

【主な内容】身も心もパラリンピックに捧げる日々／障がい者スポーツには健常者の意識を変える力があ
る／インクルーシブな社会実現のための社会運動／世界でパラリンピックのバリューを高め
るために／パラリンピックを通じて積極的に社会貢献を／子どもへのパラリンピック教育が
未来を変える ほか 

※記事内の「障がい」の表記は、登壇者の所属先の組織名等に準じています。 
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